
農場で大切に育てられた牛・豚・鶏などがお肉として食卓に届くまでには、
生産から加工・流通まで様々な方が安全性の確保にかかわっています。

【お問い合わせ先】埼玉県保健医療部食品安全課 総務・安全推進担当
電話：048-830-3422 FAX：048-830-4807 E-mail:a3420-07@pref.saitama.lg.jp

お肉は中まで十分に
加熱して食べましょう！

農場（生産者）

検査員（獣医師）

出荷

検査に合格
（食用に適する）

流通（仲卸業者が部分
ごとに分割・販売）

食卓へ

検査に行く

農場から搬入された後、生きてい
る状態から枝肉となる工程で、ケ
ガや病気などがないか、検査員
が一頭（一羽）ずつ詳しく確認し
ます。

肉眼で判定が難しいものは、微
生物検査・病理検査・理化学検
査など精密検査を行います。

検査に不合格
（全部又は一部廃棄）

と畜場（or食鳥処理場）

市場（枝肉のせり）

スーパーなどの販売店

食肉衛生検査センター

食肉（食鳥）検査

衛生管理向上のため
検査結果をフィードバック

安
全
性
を
確
保

スライスや挽肉等に
加工・販売

家畜保健衛生所
防疫や畜産支援等

保健所等

衛生管理の
監視・指導
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